
富
士
町
の
古
い
貴
重
な
写
真
を
お

見
せ
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、

古
湯
地
区
の
山
中
重
義
さ
ん
に
会
っ

て
き
ま
し
た
。

山
中
重
義
さ
ん

大
正

15年

7月

14日
生
ま
れ

【
略
歴
】

昭
和

21年

12月

18日
南
山
村
役

場
に
就
職

昭
和

57年

2月

12日
富
士
町
収

入
役
に
就
任

昭
和

61年

2月

12日
富
士
町
収

入
役
退
任

以
降
、
選
挙
管
理
委
員
（

2期
）
、

民
生
委
員
（

2期
）
の
外
、
地
元

神
社
の
役
員
と
し
て
約

26年
間
従

事
。ま
ず
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

今
か
ら

80年
以
上
前
の
絵
は
が
き
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
当
時
の
古
湯
温
泉

は
今
よ
り
ず
っ
と
賑
わ
っ
て
い
て
、

山
間
部
の
文
化
の
中
心
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
古
湯
温
泉

の
絵
は
が
き
は
、
温
泉
の
「
み
や
げ

も
の
」
と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。

そ
の
あ
と
、
大
切
な
ご
家
族
の
ア

ル
バ
ム
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

重
義
さ
ん
の
お
父
様
、
鶴
雄
さ
ん
は

写
真
が
大
変
お
好
き
で
、
機
会
を
見

つ
け
て
は
写
真
屋
さ
ん
に
家
族
の
写

真
を
撮
影
し
て
も
ら
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
写
真
は
一
枚
一
枚
丁
寧
に
ア

ル
バ
ム
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、
日
付

や
映
っ
て
い
る
方
み
ん
な
の
名
前

（
集
合
写
真
で
も
！
）
が
き
ち
ん
と

記
し
て
あ
り
ま
し
た
。
写
真
と
は
こ

の
よ
う
に
整
理
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
と
反
省
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
う
よ
う
な
几
帳

面
さ
。
そ
し
て
ま
た
、

こ
の
写
真
が
素
晴
ら
し

い
ん
で
す
。
背
景
の
選

び
方
に
し
て
も
、
人
々

の
立
ち
姿
に
し
て
も
、
光
の
具
合
に

し
て
も
、
な
ん
と
も
深
い
味
わ
い
が

あ
り
ま
す
。

写
真
を
撮
影
し
た
の
は
、
当
時
古

湯
に
あ
っ
た
中
村
写
真
館
の
ご
主
人
。

中
村
写
真
館
は
、
ち
ょ
う
ど
今
、
宮

の
渕
の
東
屋
が
建
っ
て
い
る
辺
り
に

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
「
中
村
さ
ん
は

芸
術
家
の
よ
う
な
方
で
し
た
」
と
、

山
中
さ
ん
。

ご
家
族
の
写
真
以
外
に
も
、
浮
立

を
は
じ
め
、
古
湯
小
学
校
講
堂
落
成

式
の
仮
装
行
列
、
小
学
校
校
庭
で
行

わ
れ
た
消
防
発
会
式
、
古
湯
青
年
会

の
集
合
写
真
な
ど
、
当
時
の
様
子
を

伝
え
る
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
に
収
め
ら
れ
て

い
る
写
真
が
「
ダ
ム
の
駅
し
ゃ
く

な
げ
の
里
」
に
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た

よ
！
花
苗
売
り
場
の
上
に
！
「
写

真
を
使
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依

頼
が
、
出
版
社
か
ら
も
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

「
写
真
を
見
る
と
、
ど
ん
な
こ
と

を
思
わ
れ
ま
す
か
？
」
「
昔
の
人
た

ち
は
、
本
当
に
親
切
で
、
損
得
勘
定

抜
き
の
お
付
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
」

山
中
さ
ん
ご
自
身
、
「
幸
報
ふ
じ
」

を
創
刊
号
か
ら
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い

た
り
、
古
湯
に
点
在
す
る
石
碑
の
地

図
を
手
作
り
さ
れ
た
り
と
、
几
帳
面

に
記
録
を
収
集
す
る
ご
性
質
は
お
父

様
ゆ
ず
り
。
お
部
屋
に
「
富
士
町
史
」

や
「
佐
賀
県
大
百
科
事
典
」
（
佐
賀

新
聞
社
発
行
）
な
ど
が
揃
え
て
あ
っ

た
の
も
、
印
象
的
で
し
た
。

（
記
事
恵
良
）

火
・
水
・
木
・
金
曜

日
が
運
行
日
で
、
富
士

町
を
８
つ
の
運
行
路
線

に
分
け
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

月
に
２
回
同
じ
路
線
の
運
行
日
が

あ
り
ま
す
。

①
第
１
・
第
３
火
曜
日

杉
山
バ
ス
停
始
発
、
貝
野
経
由

②
第
１
・
第
３
水
曜
日

上
浦
始
発
、
下
無
津
呂
経
由

③
第
１
・
第
３
木
曜
日

麻
那
古
始
発
、
中
原
・
大
野
経
由

④
第
１
・
第
３
金
曜
日

大
串
始
発
、
栗
並
・
西
畑
瀬
経
由

⑤
第
２
・
第
４
火
曜
日

下
菖
蒲
始
発
、
関
屋
・
日
池
・
上

小
副
川
・
大
野
原
・
下
小
副
川
経
由

⑥
第
２
・
第
４
水
曜
日

新
村
始
発
、
上
合
瀬
・
下
合
瀬
・

古
場
・
上
関
屋
・
藤
瀬
経
由

⑦
第
２
・
第
４
木
曜
日

小
川
内
始
発
、
山
留
・
中
の
原
・

内
野
・
上
熊
川
経
由

⑧
第
２
・
第
４
金
曜
日

天
山
登
山
口
始
発
、
葛
の
尾
・
苣

木
・
鎌
原
・
柚
木
・
須
田
経
由

「
今
年
も
や
り
ま
す

!!

ふ
れ
あ
い
る
ー
む
テ
ン
ト
☆
」

11月

8日
（
土
）

9日
（
日
）
に

あ
る
富
士
町
産
業
ふ
れ
あ
い
祭
り
で

は
、
子
供
達
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
今
年
も
た
く
さ
ん
企
画
し
て
い
ま

す
。ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
や
い
も
ほ

り
で
汚
れ
て
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
、
新
生

児
か
ら
１
３
０
セ
ン
チ
く
ら
い
ま
で

の
普
段
着
か
ら
オ
シ
ャ
レ
着
ま
で
激

安
バ
ザ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
年
人
気
の
仮
装
パ
レ
ー
ド
は
、

大
人
も
子
供
も
色
ん
な
衣
装
を
用
意

し
て
い
る
の
で
、
飛
び
入
り
大
歓
迎

で
す
。

お
菓
子
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
よ

!!

今
年
は
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
、
み

ん
な
が
好
き
な
あ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

達
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
が
登
場
し
ま
す
。

全
部
の
顔
は
め
写
真
を
撮
る
と
素

敵
な
何
か
が
も
ら
え
ち
ゃ
い
ま
す
☆

ぜ
ひ
ぜ
ひ
お
祭
り
会
場
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
ね

!!
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ふふ ふふ
じじ じじ

写
真

に
残
る

美
し
い

風
景
、

美
し
い

人
々

富
士

町
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

バ
ス

運
行
し

て
い

ま
す

!

ふふふふ れれれれ ああああ いいいい るるるる ーーーー むむむむ １１１１１１１１ ・・・・ １１１１２２２２ 月月月月 のののの 予予予予 定定定定
ふれあいるーむは、産まれたばかりの赤ちゃん、わんぱくキッズ～おじいちゃん、おばあちゃんまで誰でも使える場所です。
季節に合わせて、ミニコンサート・食育講座・おはなし会・バス遠足など、楽しい催しがいっぱい。
たくさんの出会いを大切に、みんなのふれあいの場所、それがふれあいるーむです。
※ 問い合わせ先：佐賀市社会福祉協議会 富士支所 ＴＥＬ ０９５２－５８－２３１１ ＦＡＸ ０９５２－５８－２３１２

★ １２月の予定 ★
３日（水）ふじっこサークル（リース作り -乳幼児相談＆キラリンパ-）
９日（火）のびのびタイム（親子でリズムダンス）

１２日（金）ぐんぐん金曜日（クッキング -おせちを作ろう-）
１６日（火）わらべうたサロン（ベビーマッサージ＆アルバム作り）
１９日（金）ぐんぐん金曜日（クリスマス会）
２６日（金）ぐんぐん金曜日（重曹で大そうじ）

★ １１月の予定 ★
５日（水）ふじっこサークル（汗を流そうリズムダンス）

１１日（火）のびのびタイム（親子でリズムダンス）
１４日（金）ぐんぐん金曜日（クッキング -みそ作り-）
１８日（火）わらべうたサロン（ベビーマッサージ＆アルバム作り）
２１日（金）ぐんぐん金曜日（陶芸教室）
２８日（金）ぐんぐん金曜日（大きなツリー作り）

ふふ ふふ
れれ れれ

ああ ああ
いい いい

るる るる
ーー ーー

むむ むむ
便便 便便

りり りり
③③ ③③



去
る
、

9月

20日
、

21日
の
一
泊

二
日
で
宮
崎
県
の
『
木
城
え
ほ
ん
の

郷
』
へ
研
修
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。富
士
町
の
よ
う
な
山
里
で
と
て
も

素
晴
ら
し
い
施
設
が
営
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
絵
本
館
や
本
屋
カ
フ
ェ
、
コ

テ
ー
ジ
な
ど
が
あ
り
、
と
て
も
充
実

し
て
い
ま
し
た
。
私
達
は
そ
の
コ
テ
ー

ジ
に
宿
泊
し
夜
遅
く
ま
で
今
後
の

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
活
動
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
い
ま
し
た
（
笑
）

今
回
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
『
長
谷

川
義
史
さ
ん
の
世
界
展
』
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
長
谷
川
さ
ん
の

作
品
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

お
お
ら
か
な
ユ
ー
モ
ア
で
、
懐
深

く
つ
つ
み
こ
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
、

大
き
な
愛
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
下
さ
い

!!

★
図
書
館
だ
よ
り

佐
賀
市
立
図
書
館
富
士
館
は
、
佐

賀
市
北
部
の
地
域
館
と
し
て
開
館
し

早
や
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

富
士
館
で
は
、
地
元
の
皆
様
に
親

し
み
を
も
っ
て
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

頂
け
る
よ
う
、
富
士
町
に
関
わ
り
の

あ
る
著
名
人
の
紹
介
イ
ベ
ン
ト
や
常

設
展
を
は
じ
め
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら

本
の
読
み
聞
か
せ
会
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
多
く

持
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
種
々
の
体
験

講
座
も
順
次
開
い
て
お
り
、
参
考
に

な
る
文
献
も
数
多
く
用
意
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
是
非
お
出
で
下
さ
い
。

な
お
、
音
楽
や
映
画
の
Ｃ
Ｄ
，
Ｄ

Ｖ
Ｄ
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
に
入
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う

ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

★
富
士
館
イ
ベ
ン
ト

（

11月
）

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

1日
～

2日

＊
図
書
館
で
廃
棄
す
る
本
を
お
譲
り

し
ま
す
。
堀
り
出
し
物
が
あ
る
か
も
。

●
ほ
ん
の
森
の
秋
ま
つ
り

10月

25日
～

11月

9日
ま
で

＊
期
間
中
、
抽
選
で
雑
誌
付
録
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
っ
た
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
行
列
と
一
緒
に
児
童
読
み
聞
か
せ
、

ぬ
り
絵
、
本
の
紹
介
な
ど
盛
沢
山
の

行
事
が
あ
る
よ
。

（

12月
）

●
冬
休
み
大
お
は
な
し
会

20日

＊
大
型
絵
本
、
紙
芝
居
、
工
作
な
ど

楽
し
さ
一
杯
。

連
絡
先
：
富
士
館
５
８
ｰ
３
５
９
０

３
期
健
康
運
動
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

対
象
者
は
市
内
在
住
で
健
康
・
体
力

づ
く
り
を
し
た
い
方
。
先
着

15名

◆

11月

6・

13・

20日
（
木
）

19時

00分
～

21時

00分

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
５
８
ｰ
２
１
１
４

◆
富
士
町
ふ
れ
あ
い
祭
り
（
富
士
支

所
）

11月

8・

9日

◆
富
士
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11月

16日

11月

◆
防
火
パ
レ
ー
ド
（
佐
賀
市
消
防
団

北
部
方
面
隊
富
士
支
団
）

12月

◆
白
山
神
社
秋
祭
り
（
関
屋
）

◆
大
根
祭
り
淀
姫
神
社
（
古
湯
）

◆
一
の
宮
祭
（
上
無
津
呂
）

◆
新
嘗
祭
春
日
神
社
（
中
原
）

◆
権
現
さ
ん
祭
（
大
串
）

◆
七
郎
さ
ん
祭
（
大
串
）

◆
初
穂
祭
り
七
郎
神
社
（
内
野
）

◆
佐
賀
市
消
防
団
年
末
警
戒
（
佐

賀
市
消
防
団
北
部
方
面
隊
富
士
支
団
）

※
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
順
不
同

で
あ
り
ま
す
事
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
の
お
声
を
お
待
ち
し

ま
す
。
掲
載
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

ど
ん
ど
ん
載
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幸
報
ふ
じ
事
務
局
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『
幸
報
ふ
じ
』
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
で
き
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
m

i
l
e
-
e
.
o
r
g
/
k
o
u
h
o
u
f
u
j
i
.
h
t
m
l

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
声

次
号
『
幸
報
ふ
じ
』
は

12月
下

旬
の

発
行

予
定

で
す

。

イ
ベ
ン
ト
情
報

保
健
だ
よ
り

11・

12月
の
行
事
予
定

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

富富富富 士士士士 町町町町 にににに 越越越越 しししし てててて 古場地区 草場 一

福岡の大野城市から家族4人で越してきてまもなく丸3年になります。福岡では8年近く大学院の教

員をやっていましたが、その後農業を志し、また地元の有志の方々のお力添えもあって現在の転居先

を見つけることができました。転居後しばらく民間企業に勤めた時期もありましたが、現在は日中に

米・野菜（少量多品目）中心の農作業をし、夜間は家庭教師で各家庭にお伺いするといった生活をし

ています。

大学院で工業化学系の学位を取ったこともあり、家庭教師では理系科目が中心にはなりますが、中

学生と高校生を主に指導しています。富士町は地域にもよりますが、唐津、福岡、佐賀市中心部に大

方車で1時間以内とアクセスがよく、また佐賀は教師数や塾などが福岡に比べて少ないためか、仕事

の依頼が想像以上に多くて驚いています。そのため特に受験シーズンは順番待ち、あるいは依頼自体

をお断りすることもしばしばです。

農業の方はまだまだ研修中で、これから今後の経営方針を具体的に形にしていかねばならないといっ

たところです。平地に比べると気温が低いので虫はやや少ないように感じますが、日照量が少なく降

水量が意外に多いため、全体的な発育が遅れたり徒長したり、また病気が出やすかったりして苦戦し

ています。

よく農業と教育はどちらも「何かを育てる」という意味で似ていると言われる事が多いような気が

しますが、私はどちらも「潜在能力を引き出すための手助けをする」という印象の方が強いです。植

物も人間も伸びる方向性が多種多様で、それを的確に見極め、彼らの持っている力を存分に発揮でき

るよう導いていくようなイメージです。またある一面から見れば、授業や農作業を通じて実際に育て

られているのは生徒や作物だけではなく、教師や農家であるとも考えられますから、それは双方向に

対するベクトルであるとも言えるでしょう。

大学時代は毎日夜遅くまで実験室に閉じこもって一日中実験

器具や装置をいじったり論文を書いてばかりいたため、運動不

足でよく心身を壊していました。それに比べると今の生活はか

なり健康的になり、体調を壊す回数もだいぶ減りました。特に

空気がきれいなためか、のどを痛める頻度が激減しているのも

事実です。確かに何事も体が資本で、頭ばかり使って生活して

いてはいつか破綻してしまう可能性が高いでしょう。かといっ

て体ばかり動かしていても、それはそれでなかなかブレークス

ルーできない事が多いように感じます。最近ふと私が通ってい

た高校の教育方針が「文武両道」であったことを思い出したの

ですが、今になってその意義深さを痛感しています。今後も文武両道を目指して前進あるのみです。

突
然
で
す
が
！

夜
、
寝
て
い

る
と
き
に
“
足
が
つ
っ
て
痛
く
て

目
が
覚
め
た
”
と
い
う
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
、
な
ぜ
足

が
つ
る
の
か
、
足
が
つ
っ
た
時
の

対
処
法
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

足
が
つ
る
一
般
的
な
原
因
と
し

て
は
、
①
運
動
不
足
②
筋
肉
の
疲

れ
③
水
分
不
足
の
３
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が
あ
り
ま

す
。
で
は
、
足
が
つ
っ
た
場
合
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対
処
法
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ま
す
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す
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す
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し
か
し
、
頻
繁
に
繰
り
返
し
足

が
つ
る
場
合
に
は
、
①
病
気
②
薬

の
副
作
用
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
病
気
と
は
、
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
や
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
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ど
で
す
。
副
作
用
が
あ
る
薬
は
、

血
圧
を
下
げ
る
薬
、
高
脂
血
症
の

薬
、
ホ
ル
モ
ン
の
薬
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
頻
繁
に
足
が
つ
る
人
は
、

病
院
で
検
査
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
参
考
に
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れ
て
み
て

下
さ
い
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（

秋
）

いいから いいからだじゃれ日本一周

やまださんちの てんきよほう
おじいちゃんのおじいちゃんの
おじいちゃんのおじいちゃん


